
 
 

 
 

２０１8  SUPER  FORMULA 
JMS P.MU / CERUMO・INGING Race Report 

第 5 戦 ツインリンクもてぎ 

◆ 8 月 18 日 (土)  < 予選 > 天候：晴れ ｜ コース状況：ドライ 

＃１ 石浦 宏明 1 位 ／ #２ 国本 雄資 10位 
 

ツインリンクもてぎで行われた全日本スーパーフォー

ミュラ選手権第 5 戦の公式予選で、JMS P.MU／

CERUMO･INGING の石浦宏明がコースレコードを

更新し、自身 8 度目のポールポジションを獲得した。

一方の国本雄資は前日のマシントラブルの影響で惜し

くもQ3には届かず、予選 10位となった。 

 
 前戦の富士大会で今季初めて 2台そろって表彰台を獲得した JMS P.MU／CERUMO･INGING。勢いそのま
まに挑む今大会は、チームにとって相性の良いツインリンクもてぎが舞台となる。特に昨年の石浦は雨に翻弄
された予選 17 位から大きくポジションアップして 4 位入賞を果たし、さらに一昨年には 3 位表彰台を獲得。
国本も一昨年は石浦に次ぐ 4 位入賞で、シリーズタイトル獲得に向けて弾みをつけた場所だ。今季もダブルタ
イトル連覇に向けて大きなウエイトを持つこの 1戦に、富士に続いて 2台そろっての上位入賞を目指す。 
 
 金曜日の専有走行ではミディアムタイヤでのセットアップを中心に走行を重ねた石浦と国本。このセッショ
ンでは前戦から持ち越しているタイヤを使用するチームがほとんどで、そのタイヤの程度によりタイム差が出
ることから、直接この結果が予選に結び付くわけではないものの、石浦は総合 4 番手タイムを記録し、上々の
滑り出しを見せた。国本はブレーキに不具合を抱えながらのセッションとなり 10 番手タイムにとどまったが、
翌日の予選に向けて貴重な走行データを収集していった。 
 
 一夜明けた予選日は、朝から日差しは強いものの風が
通り、絶好のレース観戦日和となった。マシンにとって
も好タイムが出せるコンディションで、午前 9 時 40 分
から始まったフリー走行では、前日と比べて全体的に 1
秒以上もタイムが更新された。1時間のセッションで、国
本は終盤のタイムアタックまではミディアムタイヤを装
着してセットアップを進め、残り時間が 15 分ほどになっ 



 
 

 
 
たところでソフトタイヤを投入。1分 32 秒 826 の 5 番手タイムを記録した。一方、石浦はセッション開始か
ら 20 分ほどが過ぎたところで、最終コーナーで挙動を乱しスピン。幸いウォールへの接触は免れ、マシンにダ
メージはなかったものの、装着していたミディアムタイヤにフラットスポットを作ってしまったことから、残
り時間はソフトタイヤでセットアップを進めていくことに。終盤の予選シミュレーションでは周回数を多くこ
なしグリップダウンしたソフトタイヤでアタックすることになったため 12 番手タイムとなったが、ここで周り
に比べてソフトタイヤでのセットアップに時間を費やしたことが、結果的にポールポジションを大きく引き寄
せることになった。 
 

 公式予選は定刻の午後2時30分にスタート。Q1では、
2 セットのミディアムタイヤを使ってタイムを出すのが
セオリーとなっているが、石浦は 1 セット目のタイヤで
2 周連続アタックを行い、1 分 33 秒 713 で暫定 2 番手
につけた。国本は 1周アタックのみで 1分 34 秒 323 を
マークしてピットイン。ここでは Q2 進出のボーダーラ
インとなる 14 番手につけたが、最終アタックに向けてマ
シンのアジャストを進めていき、残り時間が 7 分を切っ
たところで再びコースへ。1 分 33 秒 275 まで自己ベス

トタイムを更新し、9番手で Q1 突破に成功した。石浦も後半のタイムアタックで 1分 33 秒 052 までタイム
を縮め、6番手で Q1突破。2台そろって Q2進出を果たした。 
 
 ソフトタイヤで争われる Q2 は、残り時間が 5 分を切ったところで国本がコースに向かうと、石浦がそれに
続く。コースインラップとさらに 1周をウォームアップに充てて、計測 3周目で揃ってアタックに入った。先
にコントロールラインを通過した国本は 1 分 32 秒 095 で暫定 7 番手に。続いて石浦が 1 分 31 秒 747 を記
録し 2番手に入り、国本は 8番手となる。このまま 2台そろって Q3進出なるかと思われたが、チェッカーフ
ラッグが振られる直前にタイムを更新した 2 台が上位に入り、国本は 10 位にダウン。わずか 0.1 秒差ながら
Q3進出を逃す結果となった。前日の専有走行でブレーキトラブルに見舞われたことから「セットアップの最後
の詰めが足りなかった」と振り返る国本。もてぎでは予選順位が決勝結果に大きく影響するといわれるものの、
2 スペックタイヤが採用されてからのレースでは大幅ポジションアップも見られるようになった。明日の決勝
では、戦略面も駆使して富士でも見せたような追い上げ
を誓う。 
 
 Q3 に進出した石浦は、タイミングを計ってコースイン
すると、Q2同様にコースインラップと 1周をウォームア
ップに費やしてからアタック。セクター1、2、3 と全体
ベストを表す赤マークにはならないものの、自己ベスト
タイムをつなげていくと、セクター4で唯一 19 秒台のタ
イムに入り、1分 31 秒 591 をマーク。昨年記録された 



 
 

 
 
コースレコードを約 0.2 秒上回り、新たなレコードホルダーになるとともに、今季初、自身 8 度目の SUPER 
FORMULA ポールポジション獲得となった。 
シリーズタイトル連覇に向けて、この大会を正念場と位置付けて挑む石浦。明日はチェッカーフラッグに一番
近い位置からのスタートで、ポール・トゥ・ウィンを目指す。 
 
 

ドライバー／#1 石浦 宏明 
「ここ数年と違って、シリーズランキングでもビハイン
ドの状態で中盤戦に入ることになりました。チャンピオ
ンをとるためには今回のラウンドが正念場だと考えてい
たので、しっかりとレースに向けてミーティングを重ね
てきました。まずは予選で結果を出すことができてほっ
としています。今日のフリー走行ではミディアムタイヤ
にダメージを作ってしまい、予定より早くソフトタイヤ
を履くことになりましたが、しかしそのおかげでソフト

タイヤでのマシンセッティングを詰められたのかなとも思っています。ここ数戦は Q3でなかなかタイムを削
れない傾向があったので、今回はしっかりとタイムを出せてよかったです。ポールポジションを獲れたことで、
決勝に向けての作戦も立てやすくなりました。明日もこの位置を守れるように頑張ります」 
 
 
 ドライバー／#2 国本 雄資 
「金曜日の走行ではブレーキトラブルがあり、十分に走
りこめなかったです。トラブル自体は今朝のフリー走行
までにはチームが直してくれていましたが、やはり予選
でタイムを出すためには、本当に完ぺきなクルマにしな
ければいけません。予選に向けての合わせこみが、あと
少し足りませんでした。明日は 10 番手からのスタート
ですから、周りとは違う作戦も考えながら前に出たいで
す。ソフトタイヤがどれだけ持つのかもまだ確認してい
ないので、まずは明日の朝のフリー走行でチェックして、最善の策を選びたいと思います。もちろんスタート
も重要なので、そこも意識して必ず順位を上げてゴールしたいです」 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

監督／立川 祐路 
「シーズン序盤は思ったような成績を残せず、チャンピ
オンシップでも遅れをとっている状況でしたから、今日
ポールポジションを獲れたのは石浦にとっては大きな収
穫です。ミディアムタイヤではあと一歩足りないかなと
思っていましたが、Q3に向けてアジャストしたこともよ
かったのではないでしょうか。明日の決勝にもきっちり
とつなげたいです。国本はセットアップが今ひとつ詰め
きれずに残念な結果になりましたが、明日は巻き返せる
ようにします」 

 
 
 総監督／浜島 裕英 
「ここはポールポジションを獲ることが重要ですから、
石浦は非常に有利な結果になりました。国本はセットア
ップを詰め切れないことで残っていた不安感が響いた
形ですが、明日の決勝で速く走れるクルマをつくれば、
戦略によっては 10 番手からでも前に出られる可能性も
生まれます。明日の朝のフリー走行で、良いセットアッ
プを見つけることがキーポイントになります。時間は短
いですが、挽回できるクルマに仕上げていきたいですね」 

 

 

【正式予選結果】(上位 10 台抜粋) 

Pos. No. Driver Type Car Q3 Q2 Q1 

1 1 石浦 宏明 TOYOTA R14A JMS P.MU/CERUMO･INGING SF14 R 1’31.591 R 1’31.747 1’33.052 

2 5 野尻 智紀 Honda HR-417E DOCOMO DANDELION M5S SF14 R 1’31.642 R 1’31.677 1’33.045 

3 6 松下 信治 Honda HR-417E DOCOMO DANDELION M6Y SF14 R 1’31.761 R 1’31.799 1’32.298 

4 64 N・カーティケヤン Honda HR-417E TCS NAKAJIMA RACING SF14  R 1’31.789 1’31.959 1’32.813 

5 3 ニック・キャシディ TOYOTA R14A ORIENTALBIO KONDO SF14 R 1’31.853 1’31.900 1’33.443 

6 4 山下 健太 TOYOTA R14A ORIENTALBIO KONDO SF14 1’32.142 1’31.891 1’33.412 

7 16 山本 尚貴 Honda HR-417E TEAM MUGEN SF14 1’32.258 1’31.960 1’33.032 

8 17 塚越 広大 Honda HR-417E REAL SF14 1’32.413 1’31.986 1’33.439 

9 20 平川 亮 TOYOTA R14A ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14  1’32.033 1’32.751 

10 2 国本 雄資 TOYOTA R14A JMS P.MU/CERUMO･INGING SF14  1’32.095 1’33.275 

 


